法学研究会　　　　６月９日　　議事録　

（議題）

・関法連のレセプション、封筒の代金支給→承認

・OBOG会の開催時期→１２月中旬を希望
・合宿下見での「入場料」などの観光費用の支給の可否について

　　　→＊下記資料参照。決着つかず保留。
・納会の日にち→７月１１日を予定

（資料）
「合宿下見の入場料等の扱いについて」　

現在の会則（改正案）で、会計から会員個人に対して補助できるとされているのは、

1 ゼミ活動のレジュメコピー代全額

2 本会の活動の為に生じた交通機関による移動に伴う運賃の一部

の2つのみ。

【目的】：会員個人の経済的負担を免除または軽減するため。

· そもそも、それ以外の規定（合宿下見で生じたお金[入場料等]についての規定）はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

会則に規定がない以上、会計から入場料を出すことはできない。

〔現状〕…渉外の合宿下見では、

　　　　　交通費　　⇒基本的に正当な理由があれば全額会計から出している。　　

　　　　　宿の宿泊代⇒旅行会社から出る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
入場料　　⇒自費。（Ex．富士急・オルゴールの森・懐古園等）

· 問題は、渉外の合宿下見においてかかる『入場料』を、必要経費として会計（会費）から出してよいか否か。
現在のまま会則で渉外の合宿下見の入場料等についてのことが明記されていないと、

後々の代でも問題となることが予想される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

会則の中に明確に規定してはどうか？？

Ex．『交通費のみ支給する』

『交通費と入場料のみ支給する』等

· なぜ今まで合宿下見の『入場料』を会計から出さないと判断してきたのか
《理由》

1 新歓合宿・夏合宿のメイン（目的）は、

新歓合宿…飲み会等で親睦を深めること

夏合宿…模擬裁判（勉強会）

· 上記の目的をしっかり果たせるような場所（＝宿）であるかどうか見てくる

ということがそもそもの下見の意義。

観光はあくまで＋αでしかない。

2 わざわざ「入場」しなくても、パンフやネット等を活用して調べれば、

大体はどんな所かわかるはず。

③『入場料』を会計から出すということは、つまり会員から集めた会費から出す
ということ。よって、慎重に判断しなければならない。

入場料と一言で言っても解釈の余地が広い為、入場料という名目で安易に会費から

お金が出ていくなどという事態は許されない。

④『入場料』を認めれば、入場料と同じようなもの又は他の役職のそれと同じような

ものも認めなければならなくなるであろう。⇒一度認めたらキリがない。

⑤そもそも、“下見”というものに、

実際に『入場』して当日の計画と同じように動くという要素までを要求すべきなのか？という疑問。

